
■
県
立
市
川
高
等
学
校
の
生
徒
会
よ
り
、
絵
本
な

ど
を
買
っ
て
下
さ
い
と
、
学
園
祭
の
収
益
金
の
一

部
で
図
書
券
１
万
円
分
を
、
市
川
保
育
所
に
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
平
成
20
年
度
三
珠
中
学
校
卒
業
生
一
同
よ
り
、

卒
業
記
念
品
と
し
て
電
波
式
掛
時
計
24
点
を
、
三

珠
中
学
校
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
共
信
冷
熱
株
式
会
社
（
岸
本
務
社
長
）
よ
り
、

小
中
学
校
の
教
育
推
進
に
お
役
立
て
下
さ
い
と
、

稲
盛
和
夫
著
「
生
き
方
」
13
冊
を
、
町
内
小
中
学

校
と
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
岸
本
菊
子
様
（
市
川
大
門
）
よ
り
福
祉
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
ま
ご
こ
ろ
基
金
に
20
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
井
上
万
知
男
様
（
宮
原
）
よ
り
、
父
・
故
井
上

昭
三
様
の
ご
遺
志
に
よ
り
福
祉
に
お
役
立
て
下
さ

い
と
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
10
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
一
瀬
た
ま
江
様
（
市
川
大
門
）
よ
り
、
社
会
福

祉
に
お
役
立
て
下
さ
い
と
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
５
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
水
上
末
雄
様
（
大
塚
）
よ
り
、
福
祉
の
た
め
に

お
役
立
て
下
さ
い
と
、
自
ら
の
定
額
給
付
金
を
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
一
町
民
よ
り
、
町
内
幼
少
年
の
た
め
に
図
書
購

入
費
用
に
当
て
て
下
さ
い
と
、
町
に
定
額
給
付
金

６
万
４
千
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

善
意あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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　本当に人生とは 100 人いれば 100 通りの人生
がある。「こんな人生を送った人もいるのか」と

思わせた本でした。嵯峨侯爵家に
生まれた浩さんは、激動期の昭和
時代に満州国皇帝の弟の溥傑氏と
結婚。いわゆる政略結婚でした。
この本は日本と中国の架け橋とな
った愛新覚羅浩さんの波乱万丈の
人生を描いた本です。
　（40 代女性・市川地区在住）

『「流転の王妃｣ の昭和史』　
（愛新覚羅浩・主婦と生活社） 

【本館】☎ 055-272-8888 　午前９時〜午後５時（毎週木曜日は午後７時まで）
【三珠分館】☎ 055-272-1204　午前９時〜午後５時 
【六郷分館】☎ 0556-32-2002 　［平日］正午〜午後７時［土・日］午前９時〜午後５時
■休館日：全館とも毎週月曜日・祝日・年末年始　※本館のみ月の最後の平日

■本　　館　ー　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　５/28 ㈭ 午前 11 時〜 11 時 30 分
■三珠分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　毎週㈫  午後 4 時 30 分〜 5 時
　　　　　　　　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　５/26 ㈫午前11 時 15 分〜 11 時 45 分
■六郷分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　５/19 ㈫ 午後３時 30 分〜４時

今月のおはなし会 気軽におこし下さい！

新刊図書

『龍太語る』
（飯田秀實監修『龍太語る刊行会』編

山梨日日新聞社）

　中国の大思想家、また教育者、政治家でもある孔子。ま
た弟子の教育にも力を尽くしたことで有名です。そんな孔子
の言行や弟子たちとの問答を記録した論語を、子供向けに
わかりやすく表し、現代にも通じる教えを知ることができる
一冊。親子で声に出してよんでみると良いでしょう。 

『こども論語塾
～親子で楽しむその２～』

（安岡定子・明治書院）

　山梨の風土を背景に、自然と人間をみずみずしく詠いつ
づけた比類なき俳人、飯田龍太。彼が主宰した「雲母」が
終刊した平成４年から、逝去する平成 19 年までの 15 年間、
山梨日日新聞社の記者が伺った話と、没後に発見された自
選自筆の句稿「八十句」も収められた貴重な一冊。 

■一般向け

■児童向け

『ひまわり書道グループ・書道展』６月 26 日㈮まで 
　源氏物語の「若紫」「胡蝶」を抜粋し、それぞれの
部分を 12 名の会員で書きました。また短冊には万葉
集より選んで一首ずつ書きました。どうぞご覧下さ
い。 

展示コーナー（本館）

▲町立図書館　葛西聖司講演会（3/22・市川大門町民会館）
　NHK アナウンサー葛西聖司氏を講師に招き「歌舞伎のおもしろ
さ～名セリフの楽しさ～」と題し講演会を行いました。
　歌舞伎にまつわる話を、自身の体験談を交えながらゆっくりと語
りかけるように話したり、また軽妙なトークで会場を沸かすなど、
難しい歌舞伎の世界を分かりやすく解説し、最後まで笑いの絶え
ない楽しい講演会となりました。 

「笑顔のヒミツは本の中」
「こどもの読書週間」４/23～５/12

「こどもにすすめたい本」展 
　昨年出版された児童書の中から、県内の公共
図書館職員が選定した 100 冊を対象別に展示
します。

【展示期間】 
　本　　館　６月  ５日㈮ ～ ６月１4 日㈰
　三珠分館　５月  ８日㈮ ～ ５月 21 日㈭
　六郷分館　５月 22 日㈮ ～ ６月 ４ 日㈭ 

わたしの
一冊

※注意：今月より３時 30 分からになりました！
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誕
生氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

３月
届出分

（敬称略）

入団者
【１分団】望月　浩一、有泉　貴亮
【２分団】三井　基州、若 林 　 啓、大竹　孝侑
　　　　池田　拓馬、須田　和樹、村松　和彦

【３分団】内藤　和範、赤池　英也
【７分団】石 原 　 孝、北島　慎介
【８分団】加藤　孝明、井上　泰輔、深澤　佳史
　　　　一 瀬 　 達、伊藤　宏和

【９分団】内 藤 　 弦、佐藤　輝招
【10分団】望月　正弥、佐 野 　 忍、中込　健太
【11分団】望月　公博
【12分団】塩澤　拓郎、保 坂 　 健

退団者
【本　団】有野　良雄、三神　貞雄、相 川 　 勝
【１分団】有泉　賢一、望月　靖浩
【２分団】青木　達雄、田中　克成、諏訪　貞仁
　　　　池田　拓也、依田　稔博、村松　展行

【３分団】倉金　武文、内藤　武恒、内藤　隆道
【４分団】今村　政雄
【６分団】立 川 　 進
【７分団】保坂　利彦、石原　勝幸
【８分団】深澤　一史、佐々木和範、村松　弘一
　　　　深沢　正二、原田　和仁、赤 池 　 涼
　　　　渡邊　浩之

【９分団】伊藤雄一郎、上田　正雄、千木良　浩
　　　　内藤　太一

【10分団】遠藤　晃司、上田　圭一、志村　大介
　　　　中込　裕太

【11分団】依田　勇樹
【12分団】加藤　衛至

役　員
【団　長】市川　朝嗣
【副団長】渡辺　覚、丹澤　忠行
　　　　望月　勇雄

　　　　　（分団長）　　　　　（副分団長）

【１分団】有泉　正臣　　有 泉 　 修
【２分団】市瀬　笛実　　石 原 　 一
【３分団】水上　政成　　塩島　榮喜
【４分団】保坂　健次　　関部　喜彦
【５分団】田中　重幸　　村松　一雄
【６分団】村松　司郎　　村松　幹夫
【７分団】小林　輝光　　有 泉 　 希
【８分団】渡辺　将人　　鈴木　秀一
【９分団】河 口 　 功　　嶋田　昭一
【10分団】望月　高太　　小林　直人
【11分団】望月　香滋　　河西　邦明
【12分団】井上　靖彦　　斉藤　和司

消防委員会
【委員長】丹澤　常雄
【副委員長】小 林 　 實
【委　員】市川　朝嗣、渡 辺 　 覚
　　　　丹澤　忠行、望月　勇雄
　　　　宮崎　博巳、志村　公人
　　　　望月　隆夫、赤池　市永
　　　　河 野 　 淳、村山　敬幸
　　　　小池　一郎

守
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る

平成 21年度
市川三郷町消防団組織の紹介



市
川
中
学
校
の
体
験
学

習
に
参
加
し
て

　

市
川
中
学
校
で
は
、
学
区
内
の
学

校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
生
徒
の

問
題
行
動
な
ど
の
防
止
や
健
全
育
成

を
図
る
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

連
携
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
老

人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
も
あ
り
、
長
年

に
わ
た
り
体
験
学
習
と
し
て
「
ほ
う

と
う
作
り
」
を
続
け
て
い
ま
す
。
今

回
、
私
も
声
を
か
け
て
頂
き
始
め
て

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中

学
生
た
ち
も
男
女
を
問
わ
ず
大
勢
の

生
徒
が
参
加
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

男
子
だ
か
ら
と
い
っ
て
た
だ
作
る

の
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
か
ら
進
ん
で
野
菜
を
洗
っ
た
り
、

切
っ
た
り
、
ま
た
お
年
寄
り
か
ら
指

導
さ
れ
な
が
ら
、
麺
を
こ
ね
た
り
延

し
た
り
…
。
そ
の
手
つ
き
の
良
さ
に

思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
「
ほ
う
と
う
作
り
」
の

風
景
を
見
て
い
る
と
、「
男
女
共
同

参
画
の
意
味
は
こ
ん
な
事
な
ん
で
す

よ
…
」
と
教
え
ら
れ
な
く
て
も
自
然

に
家
庭
で
で
き
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。「
今
夜
は
お
父

さ
ん
が
夕
飯
を
作
る
よ
」
と
家
族
で

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
お
父
さ
ん
の

作
っ
た
夕
飯
を
お
話
し
な
が
ら
食
べ

る
…
そ
ん
な
家
族
団
欒
な
ひ
と
時
が

目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。

　

男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
で
は
な
く
、

男
性
は
女
性
の
手
伝
い
を
、
女
性
も

男
性
に
協
力
し
て
素
敵
な
家
庭
を
築

い
て
い
く
。
何
処
に
行
っ
て
も
子

ど
も
た
ち
の
は
し
ゃ
ぐ
声
が
聞
こ
え

る
。
そ
ん
な
明
る
く
住
み
易
い
町
づ

く
り
が
き
っ
と
出
来
る
。
ほ
う
と
う

づ
く
り
に
参
加
し
て
そ
ん
な
思
い
を

強
く
受
け
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
瀬　

淳
子

15

No.04411

４月１日より市川三郷町道路認定基準が
改正されました
　主な改正点は、やむを得ず行き止まり
となる幅員６ｍ未満の道路でも、道路延
長35ｍ未満の場合は回転広場の設置は必
要なくなったこと、寄付採納道路は町土
地利用指導要綱に準じ整備をされたもの
であることが加えられました。
　 詳 し く は 町 建 設 課 公 共 土 木 係
☎055-272-6090にお問い合わせ下さい。
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町
立
病
院
で
は
次
の
と
お
り
、
臨
床
工

学
技
士
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
若
干
名

【
応
募
条
件
】
臨
床
工
学
技
士
資
格
を
有

す
る
方

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
、

そ
の
他
時
間
外
勤
務
有

【
年
齢
条
件
】
35
歳
位
ま
で
の
方

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
を
適
用

（
条
件
に
よ
り
正
職
と
し
て
採
用
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

【
選
考
方
法
】
種
類
審
査
及
び
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、
健

康
診
断
書
、
資
格
免
許
（
写
し
）

【
受
付
期
間
】
随
時
（
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

【
問
合
せ
、
申
込
み
】
町
立
病
院
総
務
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
３
０
０
０

　

市
川
三
郷
町
ゴ
ル
フ
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。
初
め
て
の
人
、
女
性
の
人
で
も
大

丈
夫
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
♪

【
場
所
】
殿
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
ゴ
ル

フ
練
習
場
（
２
階
打
席
打
ち
放
題
）
☎

０
５
５
６
（
22
）
６
０
０
８

【
日
程
】
７
月
30
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

【
時
間
】
午
後
７
時
30
分
～
10
時

※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
打
席
の
確
保
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

【
対
象
者
】
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

【
指
導
】
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

【
料
金
】
１
回
千
円
（
料
金
は
会
場
に
て

毎
回
支
払
っ
て
下
さ
い
）

【
用
具
】
参
加
者
自
身
で
用
意
し
て
下
さ

い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
体
育
協

会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
内
）
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
４

※
期
間
中
で
あ
れ
ば
随
時
受
付
け
ま
す
。

　

山
梨
県
警
察
で
は
公
共
の
安
全
と
秩
序

の
維
持
の
任
務
に
従
事
す
る
、
警
察
官
の

採
用
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
採
用
予
定
人
員
】
▼
警
察
官
Ａ
（
平
成

22
年
４
月
採
用
分
２
回
目
）
男
性
10
名
程

度
、
男
性
（
武
道
指
導
）
２
名
程
度
、
女

性
２
名
程
度
▼
警
察
官
Ｂ
・
男
性
30
名
程

度
、
女
性
２
名
程
度

【
受
付
期
間
】
▼
７
月
22
日
㈬
～
８
月
21

日
㈮
ま
で
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
８

月
14
日
㈮
ま
で
）

【
１
次
試
験
日
程
】
９
月
20
日
㈰

【
合
格
発
表
】
12
月
４
日
㈮

※
原
則
と
し
て
平
成
22
年
４
月
採
用
で
す

が
、
既
卒
者
で
勤
務
可
能
な
方
は
平
成
21

年
10
月
に
採
用
さ
れ
る
場
合
あ
り
。

※
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
試
験

案
内
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

※
試
験
職
種
に
よ
り
試
験
資
格
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
試
験
案
内
で
確
認

し
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
山
梨
県

警
察
鰍
沢
警
察
署
☎
０
５
５
６
（
22
）

０
１
１
０
・
山
梨
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.pref.yam

anashi.jp/
police

　

登
記
や
人
権
、
年
金
、
介
護
・
福
祉
、

道
路
な
ど
、私
た
ち
の
生
活
の
身
近
な「
困

り
ご
と
」
を
、
国
・
県
・
市
の
担
当
者
、

行
政
書
士
、
司
法
書
士
が
相
談
・
質
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。

【
日
時
】
５
月
22
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

午
後
３
時

【
場
所
】
オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
店
１

階
ふ
れ
あ
い
広
場

【
連
絡
先
】
総
務
省
山
梨
行
政
評
価

事
務
所　

行
政
相
談
課
☎
０
５
７
０

（
０
９
０
１
１
０
）

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。こ
れ
に
伴
い
特
設
人
権
相
談
所（
困

り
ご
と
何
で
も
相
談
所
）
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
難
し
い
手
続
き
も
い
り

ま
せ
ん
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
１
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後

３
時

【
場
所
】
▽
町
役
場
三
珠
支
所
１
階
会
議

室
▽
町
役
場
本
庁
舎
１
階
大
会
議
室
▽
町

役
場
六
郷
支
所
１
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】
い
じ
め
、体
罰
、差
別
問
題
、

近
隣
の
も
め
ご
と
等

【
担
当
者
】
地
元
人
権
擁
護
委
員
・
甲
府

地
方
法
務
局
鰍
沢
支
局
職
員

【
問
合
せ
先
】
町
民
課
町
民
係
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
１
１
０
５

※
４
月
１
日
よ
り
小
川
益
美
さ
ん
（
上

野
）、
上
田
勝
也
さ
ん
（
落
居
）
が
人
権

擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
、
阿
部
守
將
さ
ん

（
岩
間
）
が
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

憲
法
週
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
裁
判

員
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
５
月
20
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

午
後
４
時

【
場
所
】
甲
府
地
方
裁
判
所

【
内
容
】
①
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
、
期

日
通
知
の
受
領
か
ら
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

ま
で
を
模
擬
的
に
体
験
し
ま
す
。
②
映
画

を
使
っ
て
、
裁
判
員
の
仕
事
に
つ
い
て
裁

判
官
が
解
説
し
ま
す
。
③
裁
判
員
裁
判
で

使
用
す
る
法
廷
を
見
学
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
先
着
順
約
50
名

※
お
電
話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
参
加
申
込
先
】
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係
☎
０
５
５
（
２
３
５
）

１
１
３
３
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臨
時
臨
床
工
学
技
士
募
集

町
立
病
院

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

町
民
課
町
民
係

裁
判
員
制
度
説
明
会甲

府
地
方
裁
判
所

山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験

山
梨
県
警
察
本
部

町
民
ゴ
ル
フ
教
室
参
加
者
募
集

町
体
育
協
会

特
設
合
同
行
政
相
談
所
の
お
知
ら
せ

総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所



　

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

【
試
験
種
類
】
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種

【
試
験
日
・
場
所
・
合
格
発
表
】
▽
６
月

７
日
㈰
都
留
文
科
大
学
・
発
表
６
月
19
日

▽
６
月
21
日
㈰
山
梨
英
和
大
学
・
発
表
７

月
７
日

【
願
書
受
付
期
間
】
５
月
14
㈭
ま
で

【
注
意
事
項
】
▼
試
験
日
程
な
ど
は
会
場

の
都
合
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
▼
会
場
に
よ
っ
て
試
験
時
間
が
異
な

り
ま
す
。

【
願
書
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
】
㈶
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部
☎

０
５
５
（
２
２
７
）
６
０
３
９

　

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
希
望
者
を
対
象
と
し

て
、
運
転
業
務
に
必
要
な
資
格
の
取
得
を

目
指
し
て
学
課
と
実
技
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
１
日
㈪
～
６
月
19
日
㈮
の

期
間
中
15
日
間

【
会
場
】
山
梨
自
動
車
学
校

【
対
象
者
】
概
ね
60
歳
代
前
半
層
の
方
で
、

雇
用
、
就
業
、
を
希
望
さ
れ
る
方

【
受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
15
名

【
申
込
締
切
】
５
月
19
日
㈫
ま
で

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
㈳
山
梨
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
☎
０
５
５

（
２
２
８
）
８
３
８
３

　

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」で
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局

は
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、携
帯
電
話
や
、

警
察
、
消
防
、
緊
急
用
無
線
な
ど
の
人
命

に
関
わ
る
無
線
に
対
し
て
も
混
信
、
妨
害

を
与
え
ま
す
。
安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
、電
波
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
関
東
総
合
通
信
局
▼
不

法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害
☎
０
３

（
６
２
３
８
）
１
９
３
９
▼
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
受
信
障
害
☎
０
３
（
６
２
３
８
）

１
９
４
５
▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

相
談
☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
４

　

今
年
度
か
ら
、
労
働
保
険
・
一
般
拠
出

金
の
年
度
更
新
手
続
は
６
月
１
日
か
ら
７

月
10
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

年
度
更
新
申
告
書
の
発
送
は
５
月
末
、

説
明
会
は
６
月
上
旬
、
申
告
書
受
理
相

談
会
は
６
月
中
旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま

す
。（
日
程
等
は
、
申
告
書
に
同
封
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。）
な
お
、
説
明
会
は

社
会
保
険
事
務
説
明
会
と
共
同
で
開
催
し

ま
す
。
労
働
保
険
料
等
の
算
定
期
間
（
年

度
）
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
度
更
新
の
時
期
が
社
会
保
険
の
算
定

基
礎
届
の
提
出
時
期
と
重
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
準
備
の
上
、
法
廷
期
間
内

に
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
申
告
・

納
付
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５
６
（
22
）
３
１
８
１

　

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
６
月
１
日
㈪
よ

り
次
の
と
お
り
移
転
い
た
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
移
転
先
】
甲
府
市
飯
田
１
ー
１
ー
20
山

梨
県
Ｊ
Ａ
会
館
５
階

※
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
県
民
生
活
相
談
☎
０
５
５
（
２
２
３
）

１
３
６
６
▼
消
費
生
活
相
談
☎
０
５
５

（
２
３
５
）
８
４
５
５
▼
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ビ
ス
☎
０
５
５
（
２
３
３
）
３
３
９
９
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